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 ７月７日，救急救命法の講習を実施しました。本年度は資格を

持つ本校の体育科の板坂教諭が指導者となり，学年ごとに１時間

おこないました。また，地域の方で救急救命普及員の長村さんに

もお手伝いいただきました。 

 もし一人がおぼれた場合，もう一人が救急車を呼び，もう一人

が救急救命を試みます。川へは３人以上で行くようにという指導

の理由を改めて理解できたと思います。 

 ２人で１つのダミー人形を使って人工呼吸や心臓マッサージの

方法を学びました。まず意識の有無を確認し，意識がない場合は

気道確保をして，心臓マッサージ３０回と人工呼吸２回を１セッ

トとして，救急車が到着するまで続けることなどを学びました。 

毎年，水の事故が起こっています。もしものときに，身のまわ 

りの人の命を救うことにつながります。どの生徒も真剣な表情で 

講習を受けていました。 

  

 

 ７月１５日，美濃ライオンズクラブの宮西公良さん（保護司）

を講師として，薬物乱用防止教室をおこないました。まず，一番

身近な薬物はタバコであることとその害を学びました。 

 タバコに含まれているニコチンは血管を収縮させ血流を悪くし

ます。また強い依存性の原因になります。タールは発ガン性物質

です。一酸化炭素は血液中の酸素不足を引き起こします。タバコ

を１本吸うだけで脳の血管にから血液が流れなくなっている写真

や，肺ガンにおかされた肺の写真などを見ながら，その怖さについて学びました。また，副流煙には直接

吸う以上に害があることも学びました。子どもの脳や体は２０歳まで発達します。家庭での喫煙について

も配慮が必要だということを伝えられました。 

 その後，シンナーや覚せい剤などについて学びました。シンナーにおかされた歯はボロボロになってい

ました。今年の１月から６月までに県下で１２１名，関署管内では２名の薬物乱用による逮捕・検挙があ

ったということです。夏休みには，川へ遊びに来た人から薬物を勧められる危険性もあります。薬物は決

して遠いところの話ではないということを感じました。 

 

 

 ７月３日，尐年の主張美濃市大会がおこなわれました。本校の代

表の後藤麗さんは，「あきらめず頑張ることで夢は叶う」という題

で発表し，優良賞に選ばれました。 

 麗さんの夢は美容師になることで，職場体験でも美容院を選びま

した。その体験で得た，夢の実現に向けてあきらめないで努力し続

ける決意が語られました。麗さんがこのように強い決意をもつに至

った背景には，辛いことを我慢し乗り越えたという経験があったか

らだと語っています。経験から得た確信はきっと

これからも麗さんの生き方の支えになっていくこ

とでしょう。 

 審査の時間には昨年度に続いて吹奏楽部がアト

ラクションとして出演しました。息の合ったリズ

ミカルな演奏に大きな拍手をいただきました。 

学校の教育目標 
 自ら考え 
  正しく判断し 
   やりぬく生徒 



 

７月１４日，図書委員会が牧谷小を訪問して，読み聞かせと劇をお

こないました。毎年このような企画を実施しているので，牧谷小の子

どもたちも楽しみにしてくれています。 

「なんでしょ なんでしょ」というお話の読み聞かせと「もっとおお

きなたいほうを」の劇を披露しました。「なんでしょ なんでしょ」で

は，かかれた線の一部から何ができるかを想像しながら話が進んでい

きます。小学生の子に「何ができるかわかる人？」と尋ねると，元気

に手が挙がり，タコやゾウを画用紙に描いて発表してくれました。 

「もっとおおきなたいほうを」では，王様とキツネがお互いに対抗しながらだんだんと大きくなってい

く大砲に，子どもたちからはワァ！という大きな歓声がわいていました。 

図書委員会の生徒も喜んでくれた小学生を見て，うれしそうな表情でした。 

 

 

 ３月１１日の東日本大震災で犠牲になられた方々を供養するために，

８月１１日に現地で「三陸海の盆」と題したイベントが開催されます。

美濃和紙あかりアート実行委員会では現地のＮＰＯ法人と協力して，

イベント当日に美濃和紙を使った「希望のあかり」を現地で灯す計画

をされました。美濃市からも製作した作品を現地に届けます。 

 ７／１１，あかりアート実行委員の方が来校して，その製作に協力

してほしいという依頼をされました。実行委員のメンバーには卒業生

の辻晃一さんもいらっしゃいました。ボランティアで現地に行ったと

きの話も交えて，後輩に「復興に向けて頑張ってみえる現地の皆さん

への思いを込めてつくってほしい」と熱く語ってくださいました。 

 生徒会ではその話を受け継ぎ，全校生徒に呼びかけてたくさんの「希望のあかり」

が製作できるように取り組んでくれました。現在，６０個以上の作品が集まってき

ています。 

 

 

 

 

 

（敬称略 ( )内は学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【部活関係】 

〔陸上〕中体連男子４×１００ｍＲ ２位 幅厚樹(3)・辻一寛(3)・中島寛之(3)・石原敦矢(3) 

       男子４００ｍ    ２位 石原敦矢(3) 

       男子２００ｍ    ３位 幅 厚樹(3)  ＊以上，県大会出場 

〔水泳〕中体連女子２００ｍ平泳ぎ １位 辻 詩織(3) 

       女子１００ｍ平泳ぎ ２位 辻 詩織(3)  ＊以上，県大会出場 
〔女子バレー〕 美濃市三校交流大会 優勝 
〔野球〕尐年野球グローアップ春季大会 努力賞 松岡奏汰(3) 

〔空手〕全国中学生空手道選手権 全国大会出場 

個人組手＝林颯輝(3)  団体組手＝林颯輝(3)・辻一寛(3)・林柊輝(1)・河合是輝(1) 

 〔空手〕「ぎふ清流国体」強化指定選手 林颯輝(3)・辻一寛(3) 

【尐年の主張】第３回尐年の主張美濃市大会 優良賞 後藤麗(3) 

８月の主な行事予定 

 ３(水) 美濃中・美濃北中活動交流会 
２１(日) ＰＴＡ環境整備作業 

９月の主な行事予定 

  １(木) 始業式 
  ２(金) 実力テスト(全学年) 
  ４(日) ＰＴＡ環境整備作業予備日 
 １０(土) プレ国体(自転車競技) 

１７(土) 体育祭 
２０(火) 振替休業日 

閉校記念実行委員会 
 下牧・上牧連合自治会長・副会長さんと，ＰＴＡ本部役
員さんの参加を得て，閉校記念実行委員会開催しました。 
 そのなかで，「記念行事実務委員会」と「記念誌実務委
員会」を組織して実務に当たることを決定しました。 
 「記念行事」関係は，ＰＴＡ本部役員さんを中心に進め
ます。「記念誌」は，地域協力者を募集して進めます。 
 地域協力者の募集，写真などの情報，記念誌購入の希望
把握など，地域の皆様にはいろいろご協力をお願いしたい
ことがあります。ご協力をよろしくお願いします。 

ペットボトルに美濃和紙を巻いています。中には
ろうそく型の LED ランプが入っています。赤，
青，紫，緑，白…と自動的に色が変わっていきま
す。夜に灯すととても美しかったです。 

お知らせ 


